
不思議の種を育てよう
体を鍛えることができるように、頭も鍛えることができます。頭を鍛えるためにはどう

したらよいのでしょうか。それは、不思議だなと思うことを見つけること、その答えを自

分で考えてみること、そして、調べて答えを確かめることです。インターネットでいつで

もどんなことでも調べることができる時代ですが、何の苦労もなく解決された疑問は、記

憶されにくいものです。この「考える」という過程がとても重要です。間違っていてもよ

いのです。考えることは、頭を鍛えることにつながり、考えた内容と調べた結果を比べる

ことで知識を深く蓄えることにもつながります。

また、一つの不思議が解決されると、さらに不思議に思われることが

現れます。例えば、雲に重さはあるのかという疑問を調べます。すると、

雲の種類にもよりますが、積雲だと１立方メートルあたり０．５グラム

ほどあるということが分かります。これが、ひとかたまりの積雲（約１

立方キロメートル）となると５００トンにもなります。では、そのよう

な重いものがなぜ浮かんでいるのか、また、もっと重い雲はあるのか……

など、次々に不思議なことが湧き出てきます。

もうすぐ夏休みです。学校での学習はしばらくお休みになります。この機会に、不思議

の種を見つけて、不思議の枝を伸ばし、大きく育ててほしいと思います。

黒豆の種まき、苗植えをしました

今年度も、鮫ケ地コスモス会の方

にお世話になり、黒豆の栽培に関わ

らせていただきます。

まず、７月２日（火）に３年生が

種まきをしました。まき方を教えて

いただいた後、一粒ずつ、丁寧にま

きました。約１週間後の７月１２日

（金）、成長した苗を４年生が畑に定

植しました。根がしっかり張るよう

に、一本ずつ丁寧に植えました。両

日とも雨上がりで、ぬかるみに苦労

しながら、子どもたちはがんばりま

した。

１０月の中旬には３・４年生で収

穫をさせていただく予定です。今か

らとても楽しみです。
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